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2015年 9月，国連総会において全会一致により， SDGs(Sustainable Development Goals :持続
可能な開発目標）が採択された． SDGsに先立つアクションとしては， MDGs(Millennium 
Development Goals :ミレニアム開発目標）があったが，この MDGsが主として開発途上国を対象
とするものであることに対して， SDGsはすべての国と地域が対象となる点において違いがある，
SDGsは， 17のゴールおよび169のターゲットで構成される（固1および表1).17のゴールのうち，
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に 10の具体的なターゲットが示されている（表 2)．武蔵野大学附属千代田高等学院では， SDGs
が掲げる「Noone wil be left behind.（誰一人として取り残さない）」という理念に共感し，全校
の生徒を対象とした SDGsの理解と実践を進めているが， これは SDGs4.7「2030年までに，持続
可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル，人権，男女の平等，平和及び非暴力的
文化の推進，グローバル・シチズンシップ，文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解



















































学校が SDGsに取り組むことについて，小村・金井 (2018)は， OECD（経済協力開発機構）
が 2015年に定めた「OECDFuture of Education and Skills 2030（教育スキルの未来；以下，








「女子高校生企業人になる！ ！ ～地球にやさしく，みんなを笑顔に！ ～」







































































以下に． 2019年7月 31日および 8月 1日に行った企業訪問および仲見i!1:フィールドリサーチ
の結果を示す（図 3).
コミュニケーション フィジカル 心理的 スキル アイデア 他店での気づき
やりがい 体力 楽しい 技術（コツ） アイスのせ 実演販売！ ！ 
＊ 明るさ 大変 根性 スピード タピオカ 焼きたて ！！ 
部 笑顔 暑い 優しい 五輪餞頭 差別化
員 目を見て 夏は大変 あんこクランチ 日陰
の 言葉遣い しそ梅 食べるスペース
気 英語 トマトチーズ 金箔パウダー
づ 接客の重要性 9ヽ ニー 緑茶のサービス
き 呼び込み さくらピンク おばあちゃんがかわいい
中国語 トッピング 芸術的の美しさ
＊ 同時の作業 ハート型星型 ポスター、旗






























































品目 重量(kg) 金(g) 鐵 (g) 銅(kg)
PC 230 9.6 41.7 6.2 
携帯電話 10 3.3 10.3 1.0 
デジタル小電 10 0.2 2.1 0.6 
その他小電 80 0.6 10.2 3.5 














































































SDGsが目指す「Noone will be left behind（誰一人として取り残さない）」を学習者が体感す










































実施B: 2019年 7月23B 4,5限 (10:35-12:15(100分））

















実施日： 2019年8月31日 13:00-15:30 150分
対象：武蔵野大学教育学部3年生 18名 (3人 X6テーブル）
























































OECDが実施する PISAでは， CPS(Collaborative Problem Solving ;協働的課題解決）能力
についての出題がなされている．学校が、地域や学校外の教育資源と連携し，意図的に計画的に
教育活動で SDGsに取り糾むことは，生徒の CPS能力を高めるとともに，社会に貢献しようとす
る「共同エージェンシー」を育むことにつながると思われる．
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